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1992 年度スペイン児童文学賞受賞。ちょっぴりじーんとくる、おじいちゃんと孫の物語です。 

テンポのよい子ども同士の会話は、口語表現の勉強にも最適。スペイン語で描かれたさまざまな場面を、

どのように解釈すべきか、どのような日本語で表現すれば児童文学作品としてふさわしくなるのか、講

師と一緒に考えていきましょう。 

2 冊目以降では、もう少し高い年齢の読者を対象としたファンタジー、一人称小説、歴史物語等にとりく

み、訳文の日本語表現の幅をさらに広げていきます。 

アルフォンソのおじいちゃんは紙で小鳥を折ってくれるし、アルバとブランカのおじいちゃんは大き

な凧を作ってくれる。ぼくにも、みんなに自慢できるようなおじいちゃんがいたらなあ。そこでホル

へは、一度も会ったことのないおじいちゃんに手紙を書きますが……。 

（全訳ではありません。翻訳課題は毎回３～４ページ、全６回） 


